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試料、実験方法、利用の結果得られた主なデータ、考察、結論等を、記述して下さい。（適宜、図表添付のこと） 

Please report your samples, experimental method and results, discussion and conclusions.  Please add figures and 
tables for better explanation. 
1. 試料 Name of sample(s) and chemical formula, or compositions including physical form. 

測定試料は、図１に示すビス A 型エポキシ主剤(H 体)と重水素化ジアミン硬化剤との硬化物（120℃1h＋

180℃5h 硬化、20×20×1mm に成形）を用いた。 

 

 

n=0,2,4,9 

図１．測定サンプル 
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2. 実験方法及び結果 （実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。） 

Experimental method and results.  If you failed to conduct experiment as planned, please describe reasons. 

サンプルはサンプルセルにセットした後、セル内を重トルエン(d-Tol)で満たした。サンプル 4 種(図 1 主剤の

n=0,2,4,9 の硬化物)および d-Tol の散乱を測定し、サンプルの散乱から d-Tol の散乱を差し引いて解析を試み

た。測定結果を図 2 に示す。図 2a)は溶媒を含むサンプルの散乱、b)は溶媒の散乱を除いたサンプルの散乱

を示す。図 2a)では全 Q 領域でトルエン(d-Tol)よりも高い散乱になっており、また、図 2b)で溶媒の散乱を除く

と全 Q 領域でフラットなパターンを示しており、主剤からの非干渉性散乱であると考えられる。 

今後は、主剤のほうを重水素化する等のサンプル調製の工夫が必要である。 
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 a2. 実験方法及び結果（つづき） Experimental method nd results (continued) 
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図２．エポキシ硬化物の散乱パターン 

a) サンプル(含溶媒)、b) サンプル－溶媒




